
認
知
症
家
族
の
会
あ
し
や
　
学
習
会

「
皆
さ
ん
は
ど
こ
で
最
期
を
迎
え
ま
す
か
」

　

10
月
8
日
に
「
認
知

症
の
人
の
思
い
を
理
解

し
て
関
わ
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
認
知
症
ト
レ

ー
ナ
ー
の
先
生
や
芦
屋

中
央
病
院
看
護
師
に
よ

る
看
取
り
の
話
と
、「
皆

さ
ん
は
ど
こ
で
最
期
を

迎
え
ま
す
か
」
を
テ
ー
マ
に
自
宅
で
看
取
り

を
行
っ
た
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
先
生
の
話
は
と
て
も
わ

か
り
や
す
く
、
認
知
症
の
不
安
要
因
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
随
分
長
く
父
の
認
知
症
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
初
期
段
階
で
先
生

の
お
話
を
伺
え
た
ら
、
も
う
少
し
父
と
の
時

間
を
楽
し
め
た
か
も
と
思
い
ま
し
た
」
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
家
族
の
会
あ
し
や
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

芦
屋
基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
基
地
諸
施
策

改
善
の
た
め
、
基
地
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
、

自
衛
隊
と
基
地
の
諸
施
策
に
対
す
る
意
見
と
要

望
を
い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

期
間　

令
和
２
年
４
月
～
３
年
３
月

▽�
対
象　

20
歳
以
上
の
人
（
国
会
議
員
、
常

勤
公
務
員
は
除
く
）
で
、
防
衛
問
題
や
自

衛
隊
に
関
心
が
あ
り
、
公
正
で
建
設
的
な

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
ま
た
、

平
日
に
、
年
間
10
回
程
度
の
行
事
に
出
席

で
き
る
人

▽�

定
員　

10
人

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

令
和
２
年
１

月
15
日
水
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
、
申
し
込
み
理
由
を
記
入
し
、
〒
８

０
７

－

０
１
３
３
芦
屋
町
大
字
芦
屋
１
４

５
５
番
地
１　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
渉

外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１
内
線
３
４

４
）
へ

※�

返
信
用
は
が
き
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

個
人
情
報
な
ど
の
取
り
扱
い
は
、
十
分
に

注
意
し
管
理
し
ま
す
。

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
（
障
が
い
の
あ
る
人
）
募
集

▽�

募
集
科
目
　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
＝
20
人
、

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
＝
20
人
、
③
商
業

デ
ザ
イ
ン
科
＝
20
人
、
④
Ｏ
Ａ
事
務
科
＝

20
人
、
⑤
建
築
設
計
科
＝
20
人
、
⑥
流

通
ビ
ジ
ネ
ス
科
＝
25
人
・
う
ち
音
声
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ス
（
視
覚
障
が
い
の
あ
る

人
対
象
）
＝
５
人
、
⑦
総
合
実
務
科
（
知

的
障
が
い
の
あ
る
人
対
象
）
＝
20
人

▽
訓
練
期
間
　
１
年
間
（
②
の
み
２
年
間
）

▽�

募
集
期
間
　
11
月
１
日
金
～
令
和
２
年
１

月
23
日
木

▽
入
校
日
　
令
和
２
年
４
月
10
日
金

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
（
☎
７
４
１
局
５
４
３

１
）、
ま
た
は
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.fukuoka-

kunren.net/

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

２
０
２
０ 

in 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ

▽�

と
き　

令
和
２
年
２
月
８
日
土
・
午
前
11

時
～
午
後
４
時

▽�
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市

原
町
）

▽�

対
象　

社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
へ
の
就

職
希
望
の
人
（
資
格
・
経
験
不
問
）

▽�

申
し
込
み
　
不
要

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

人
材
・
情
報
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
５
８
４
局

３
３
１
０
）

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
情
報

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
看
護

協
会
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０

９
２
〉
６
３
１
局
１
２
２
１
）

●�

病
院
な
ど
に
就
職
し
た
い
人
の
た
め
の
再

就
職
支
援
研
修
（
無
料
）

　

最
近
の
看
護
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
再

習
得
で
き
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

▽�

対
象　

看
護
職
の
免
許
所
有
者
で
現
在
看

護
職
と
し
て
未
就
業
の
人

▽�

と
き　

令
和
２
年
１
月
16
日
木
、
23
日
木
、

30
日
木
、
２
月
６
日
木
・
午
前
10
時
～
午

後
３
時

▽�

と
こ
ろ
　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
（
福
岡
市

東
区
）

※�

１
月
30
日
木
は
、
県
内
の
病
院
で
実
習

▽�

申
し
込
み
期
限
　
12
月
９
日
月
ま
で

●�

看
護
職
員
再
就
業
移
動
相
談
（
申
込
不
要
）

　

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
就
労
相
談
支

援
員
が
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
出
向
き
、

就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽�

対
象　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
免
許
所
有
者
で
現
在
看
護
職
の

現
場
を
離
れ
て
い
る
人

▽�

と
き　

12
月
11
日
水
・
午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
八
幡
西

区
黒
崎
、
コ
ム
シ
テ
ィ
６
階
）

※�

看
護
師
な
ど
の
免
許
登
録
番
号
・
登
録
年
月

日・看
護
経
験
職
歴
な
ど
の
記
入
が
あ
り
ま
す
。

みんなの

ひろば
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●
浜
木
綿
俳
句
会

第
六
絶
滅
期
を
生
き
冬
近
し

�

吉
住　

利
枝

砂
像
前
混
み
合
ふ
列
の
秋
日
傘

�

池
田
千
恵
子

新
松
子
壊
れ
し
ま
ま
の
砂
防
垣

�

花
田
八
代
美

湾
深
く
弓
に
潮
入
る
秋
し
ぐ
れ

�

池
田　

幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

ま
た
ひ
と
つ
と
も
る
秋
の
灯
向
ふ
岸

�

田
尾
三
千
枝

神
武
社
へ
紅
き
一
燈
石
榴
の
実

�

桐
山　

美
枝

日
暮
ま
で
間
の
あ
る
鄙
の
遠
蘆
火

�

仲
山
ク
ニ
子

蘆
火
消
す
遠
賀
太
郎
の
水
汲
ん
で

�

廣
橋
い
た
る

●
水
茎
短
歌
会

雑あ
ら
く
さ草
の
生
い
茂
り
た
る
畑
の
端は

に

白
く
耀か

が
よ
う
酔
美
蓉
見
ゆ

�

麻
生　

清
子

エ
プ
ロ
ン
に
う
さ
ぎ
の
ワ
ッ
ペ
ン
飾
り
つ
け

働
く
孫
は
保
育
士
め
ざ
す

�

宮
﨑
佐
代
子

と
ん
ぼ
来
て
肩
に
止
ま
れ
ど
は
ら
う
気
に

な
れ
ず
し
ば
し
を
動
か
ず
に
お
り

�

村
上　

一
恵

東
京
の
息
子
達
か
ら
贈
ら
れ
し

バ
ラ
の
花
束
部
屋
に
飾
り
ぬ

�

野
口　

瑛
子

12 月

新 着 図 書
【一般書】
沃野の刑事 堂場　瞬一� 著
約束された移動 小川　洋子� 著
大天使はミモザの香り 高野　史緒� 著
彼方のゴールド 大崎　梢� 著

【児童書】
太陽はひとりぼっち 鈴木　るりか� 作
図書館からの冒険 岡田　淳� 作
ハンカチともだち なかがわちひろ� 作
しあわせなハリネズミ 藤野　恵美� 作
おおゆき 最上　一平� 作

芦屋町図書館（☎２２３局３６７７）
開館時間　午前 10時～午後６時
休館日　�２日月、９日月、16日月、

23日月、26日木、29日日
～ 31日火

▲よむにゃん

としょかん 通 信

定例おはなし会

俳
句
、
短
歌

本意に非ず
� 上田　秀人　著

　主を討った明智光秀、
父を死なせ弟を殺した伊
達政宗、龍馬や西郷を
犠牲にした維新を生き抜
いてしまった勝海舟―。
歴史の流れの中で、理
想や志と裏腹な決意を
せねばならなかった男た
ちの無念と後悔を描く。

と　き 　　出　演・催　し　　
04 日水 赤ちゃんおはなし会 たっち
14 日土 お話しポケット
21 日土 おはなしトントン
22 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　図書館１階おはなしのへや

“わたしの漢字” 大募集
　今年はあなたにとってどんな一年でした
か。印象に残った出来事などを漢字一文字で
表す、「わたしの漢字」を募集しています。
参加作品は図書館前に随時貼りだします。

▽ �とき　11月 23日土～ 12月 22日日
　（用紙は図書館カウンターで配布します）

クリスマスおはなし会
　図書館からボランティアの皆さんととも
に、クリスマスに一足早く、パネルシアター
やお話などのプレゼントです。家族や友だち
と楽しいひとときを過ごしてください。

▽ �とき　12月 8日日午後２時～３時

▽ �ところ　図書館多目的室

▽ �出演者　図書館ボランティア　にじの会、
めるへん、おはなしトントン、お話しポケ
ットほか

▽ �内容　絵本の読み聞かせや紙芝居など楽し
いおはなしがいっぱいです。
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